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I 水のマスタープランとは 

1 策定の背景 

市民のニーズは、治水（雨に強いまちづくり）、利水（量的・質的に安定した水道の供

給）に加え、「水」が持っている「うるおい」や「やすらぎ」を与える環境要素を意識し

ているといえます。 
これは、平成 11年 3月にとりまとめられた「宝塚市わがまちの水を考える 100人委員
会」においてもその要求の高さを知ることが出来ます。また、「宝塚市環境基本計画」に

おいては、水環境の保全・生き物の棲息の場の保全・水と緑のネットワークづくり、また、

「たからづか都市計画マスタープラン」においては、清らかな水と水辺の都市空間づくり

など「水」に関する施策を実施する予定になっています。 
以上のような背景から、市域内の「水」に求められる「環境」、「親水」、「治水」の役割

をバランスよく活かした生活環境を創出するため、「水」に関する施策の基本方針を示す

「水のマスタープラン」を策定します。 
 

2 水のマスタープランの役割 

水のマスタープランは「水を活かしたまちづくり」を進めるための基本的な考え方を示

すとともに、「水」に関する施策をスムーズに推進するための環境を整備するために策定

します。 
 
 

 
宝塚市を流下する武庫川（見返り岩付近より下流を望む） 
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3 宝塚市水のマスタープランの３ つの視点 

「水」は大雨時には大きな流れとなって流下し、市民に脅威を与え、一方で、普段はせ

せらぎの音、みなものゆらぎなどによって日々の市民生活に対して「うるおい」や「やす

らぎ」を与える面もあります。そこで、市域内の「水」を環境、親水、治水の３つの視点

でとらえた「水のマスタープラン」を策定するものであります。 
 

宝
塚
市
水
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

治水

環境

親水

行政

水と緑のネットワークの形成

ため池の利用

水辺空間の創出

近自然型工法等の採用

雨水貯留浸透施設の整備

雨水排水計画の見直し

農地・自然地の保全

流域貯留浸透施設の整備

里山・山林・ため池の保全

市民

 
図 1 水のマスタープランのイメージ 

 
 






